
③
創
造
都
市
へ
の
取
り
組
み
と
国
際
交
流
基
金
の
役
割

１

国
際
交
流
基
金
の
「
創
造
都
市
」

へ
の
取
り
組
み

　
わ
た
く
し
ど
も
独
立
行
政
法
人
国
際

交
流
基
金
（
以
下
、
「
国
際
交
流
基
金
」
）

は
、
平
成
1
4
年
1
2
月
1
7
日
、
「
ク
リ
ェ

イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
ー
都
市
の
再
生
を

巡
る
提
案
」
と
題
し
、
英
国
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
コ
メ
デ
ィ
ア
の
代
表
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
氏
を
は
じ
め
、
マ
ッ

コ
リ
ー
大
学
の
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ス
ロ
ス

ビ
ー
教
授
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
世

界
銀
行
研
究
所
の
主
席
研
究
員
の
ジ
ョ

ン
ー
デ
ィ
ク
ソ
ン
博
士
（
米
国
）
、
ト

リ
ノ
大
学
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
サ
ン
タ
ガ

タ
教
授
（
イ
タ
リ
ア
）
、
そ
し
て
日
本

か
ら
は
創
造
都
市
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
大
阪
市
立
大
学
創
造
都
市
研
究
科

の
佐
々
木
雅
幸
教
授
と
い
う
豪
華
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
、
日
本
で
初
の
「
創
造
都

匝
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ド
リ

ー
氏
は
都
市
再
生
戦
略
に
は
文
化
芸
術

が
生
み
出
す
「
創
造
力
」
が
不
可
欠
と

論
じ
、
世
界
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
’

ま
た
、
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ス
ロ
ス
ビ
ー
教

授
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
サ
ン
タ
ガ
タ
教
授

は
、
と
も
に
文
化
経
済
学
の
権
威
で
あ

り
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
博
士
は
、

環
境
問
題
の
専
門
家
と
し
て
持
続
可
能

な
地
域
や
都
市
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
け
の
学
識
者
が
一

堂
に
会
す
る
と
い
う
機
会
は
め
っ
た
に

あ
る
も
の
で
は
な
く
、
果
た
し
て
当
日

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
刺
激
と
示
唆

に
富
み
、
日
本
に
お
け
る
創
造
都
市
論

の
展
開
と
実
践
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と

な
っ
た
。
こ
こ
で
討
議
さ
れ
た
「
創
造

都
市
」
と
は
、
文
化
芸
術
が
生
み
出
さ

れ
る
過
程
に
お
い
て
創
出
さ
れ
る
創
造

力
、
す
な
わ
ち
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
、

2
1
世
紀
の
都
市
を
活
性
化
す
る
上
で
不

可
欠
と
い
う
、
現
在
、
欧
米
で
広
く
実

践
さ
れ
て
い
る
概
念
を
意
味
す
る
。

　
当
時
、
徐
々
に
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
等
で
、
欧
州
の
都
市
再
生
例
が
報
告

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
　
『
世
界
』

な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

　
そ
の
予
想
通
り
、
１
年
を
た
た
ず
し

て
、
こ
の
創
造
都
市
論
へ
の
関
心
が
一

挙
に
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。

　
横
浜
市
に
お
い
て
も
、
平
成
1
4
年
1
1
　
　｢ナルシスシー｣横浜トリエンナーレ　草間賜生

⑤黒川未来夫

月
よ
り
「
文
化
芸
術
・
観
光
振
興
に
よ

る
都
心
部
活
性
化
検
討
委
員
会
」
が
設

け
ら
れ
、
同
委
員
会
か
ら
の
提
言
が
今

年
１
月
に
提
出
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
機
に
、
国
際
交
流
基

金
と
横
浜
市
は
共
催
で
、
今
年
２
月
1
2

日
「
都
市
の
未
来
を
ひ
ら
く
～
創
造
都

市
へ
の
戦
略
づ
く
り
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
「
都
市
の
未
来
を
開
く
～
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
を
め
ざ

し
て
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
東
京
大
学

大
学
院
の
北
沢
猛
助
教
授
ら
を
迎
え
て

開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
前
者
は
、

現
在
横
浜
市
を
は
じ
め
と
し
て
、
都
市

計
画
や
文
化
振
興
を
担
当
す
る
行
政

官
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
関
係
者
、
学
識
者
な

ど
専
門
家
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ー
ク
ロ

ー
ズ
ド
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
り
、

後
者
は
一
般
の
市
民
の
方
々
を
対
象
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
国
際
交
流
基
金

が
、
こ
の
「
創
造
都
市
」
、
す
な
わ
ち

「
文
化
芸
術
に
よ
る
都
市
の
再
生
」
を

支
援
す
る
の
か
。
ま
ず
、
そ
の
前
に
、

わ
た
し
た
ち
の
組
織
、
国
際
交
流
基
金

を
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

２
　
国
際
交
流
基
金
と
は

　
お
そ
ら
く
横
浜
市
の
方
々
に
と
っ
て

は
、
「
国
際
交
流
基
金
」
と
い
う
名
前

は
、
2
0
0
1
年
に
開
催
さ
れ
た
「
横

浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
共
催
団
体
と

し
て
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
方
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
そ
も
そ
も
国
際
交
流
基
金
は
、
昭
和

４
７
年
（
1
9
7
2
年
）
に
外
務
省
所
管

の
特
殊
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
7
0

年
代
当
時
、
日
本
が
経
済
力
を
増
す
に

し
た
が
い
、
日
本
の
「
顔
」
で
あ
る

「
文
化
」
を
紹
介
し
て
い
く
必
要
性
が

内
外
で
高
ま
り
、
日
本
と
海
外
と
の
文

化
交
流
を
推
進
す
る
国
際
文
化
交
流
機

関
の
設
立
が
検
討
さ
れ
、
昭
和
４
７
年
1
0

月
２
日
、
国
際
交
流
基
金
（
英
文
名
は

T
h e
　J a
p
a
n
　

F
o u

n
d a
t
i

o
n
）
が
発
足

し
た
。

　
以
来
、
海
外
で
の
日
本
語
教
育
や
日

本
研
究
の
支
援
、
海
外
へ
の
日
本
の
文

化
芸
術
の
紹
介
、
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で

余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
海
外
の
優

れ
た
文
化
芸
術
の
日
本
へ
の
紹
介
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
て
き
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て
い
る
。
９
０
年
代
に
は
日
米
セ
ン
タ
ー

と
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、
米

国
や
ア
ジ
ア
と
よ
り
多
様
で
豊
か
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
な
が
ら
活
動

領
域
を
広
げ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
国

内
に
お
い
て
は
、
8
0
年
代
以
降
、
日
本

の
国
際
化
が
一
気
に
進
み
、
日
本
各
地

で
の
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
「
国
際
交
流
基
金
地
域
交
流
振

興
賞
」
な
ど
の
表
彰
制
度
を
設
け
、
国

際
交
流
団
体
に
対
す
る
支
援
や
協
力
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

　
現
在
で
は
パ
リ
日
本
文
化
会
館
を
始

め
、
海
外
1
9
ヶ
所
に
事
務
所
が
あ
り
、

豊
か
で
多
様
な
日
本
文
化
の
紹
介
を
行

っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
パ
リ
日
本
文

化
会
館
で
「
ひ
と
と
ロ
ボ
ッ
ト
展
－
夢

か
ら
現
実
へ
」
を
開
催
し
、
日
本
の
先

端
技
術
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
通
し
て
日

本
の
社
会
の
源
流
を
示
す
展
示
と
し
て

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
ま
た
、
平
成
1
5
年
1
0
月
１
日
に
独
立

行
政
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
今
年
の
４
月
か
ら
は
組
織
も
再
編

成
さ
れ
て
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

て
活
動
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
国
際
交
流
」
、
「
文
化
交

流
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
の

は
、
姉
妹
都
市
交
流
や
、
展
示
や
公
演

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
交
流
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
国
際

交
流
基
金
は
こ
う
い
っ
た
交
流
も
大
切

に
し
た
上
で
、
や
は
り
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
双
方
向
の
交
流
の
あ
り
方
を
模

索
し
っ
つ
活
動
し
て
い
る
。

　
わ
た
し
た
ち
の
活
動
目
的
の
一
つ
に

「
国
際
相
互
理
解
を
増
進
し
上
と
い

う
文
言
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
際
相
互
理
解
と
い
う
こ
と
が
如

何
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
か
、
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」
が
図
ら
ず

も
実
現
し
た
か
の
よ
う
な
イ
ラ
ク
戦
争

の
勃
発
な
ど
、
常
に
国
際
関
係
は
緊
張

状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
困

難
な
状
況
の
中
で
、
国
境
や
文
化
を
超

え
て
人
と
人
と
が
っ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
い
、
一
方
通
行
の
交
流
で
は
な

く
、
異
な
る
文
化
や
社
会
背
景
を
持
つ

人
間
同
士
が
対
話
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
国
際
交
流
基
金
と
し
て
の

具
体
的
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
地
球

的
課
題
や
共
通
課
題
な
ど
を
共
同
で
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
芸
術
交
流
の
分
野
で

は
、
展
示
や
公
演
を
企
画
、
制
作
す
る

場
合
、
日
本
人
だ
け
で
作
り
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
各
国
か
ら
若
手
の
キ
ュ
ー

レ
ー
ダ
ー
を
招
き
、
良
一
叩
を
戦
わ
し
な

が
ら
一
つ
の
展
覧
会
を
作
る
。
ま
た
演

劇
で
あ
れ
ば
、
各
国
か
ら
ダ
ン
サ
ー
、

俳
優
、
音
楽
家
を
招
い
て
一
つ
の
舞
台

を
作
り
上
げ
る
。
そ
の
過
程
は
、
非
常

に
時
間
が
か
か
り
、
思
っ
た
と
お
り
に

は
い
か
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
起
こ

る
。
し
か
し
、
必
ず
や
新
し
い
発
見
と

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
目
に
見
え

な
い
貴
重
な
財
産
が
残
る
。
国
際
交
流

と
い
う
活
動
も
常
に
新
た
な
「
創
造
」

へ
の
挑
戦
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
国
際
交
流
基
金

と
「
創
造
都
市
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
の

関
わ
り
の
一
つ
の
理
由
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

３
　
国
際
交
流
基
金
と
横
浜
市

　
国
際
交
流
基
金
は
、
2
0
0
1
年
に

開
催
さ
れ
た
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
、
昨
年
末
に
開
か
れ
た
J
-
A
s
e
a
n

r
o
p
s
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
横
浜
市
を

舞
台
に
、
あ
る
い
は
共
同
で
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
開
催
し
て
き
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
国
際
交
流
基
金
に
と
っ
て
は
転

機
と
な
る
事
業
ば
か
り
で
あ
る
。

　
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
1
」

は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、

ド
ク
メ
ン
タ
、
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
な

ど
の
大
規
模
な
国
際
美
術
展
に
並
ぶ
事

業
と
し
て
、
2
0
0
1
年
９
月
２
日
～

1
1
月
1
1
日
に
か
け
て
、
「
M
e
g
a
　
W
a
v
e

明
日
へ
の
波
」
と
題
さ
れ
、
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
や
パ
シ
フ
ィ
Ｊ
横
浜
な
ど
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
椿
昇
氏
と
室
井
尚
氏
に
よ
る
作
品

「
飛
煌
」
の
巨
大
バ
ッ
タ
が
話
題
に
な

っ
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
J
-
A
s
e
a
n
　
P
o
p
s
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
「
日
本
ア
セ
ア
ン
交
流
年
2
0
0

3
」
を
記
念
し
て
、
日
本
と
ア
セ
ア
ン

諸
国
の
ポ
ッ
プ
ス
の
代
表
的
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
参
加
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

T
H
E
　
B
O
O
M
の
宮
沢
和
史
作
曲
、
デ

ィ
ッ
ク
・
リ
ー
作
詞
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
を
日
本
と
ア
セ
ア
ン
1
1
ヶ
国
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
各
国
の
言
葉
と
ア
レ

ン
ジ
で
歌
い
、
ま
た
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど

ア
セ
ア
ン
諸
国
の
都
市
で
開
催
さ
れ
た

後
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー
ル

で
締
め
く
く
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
た
。

　
そ
し
て
、
横
浜
市
の
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
れ
ば
、
1
8
5
4
年
日
米
和
親
条
約

の
締
結
に
よ
り
日
本
が
世
界
に
対
し
て

開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
1
8

5
9
年
の
日
米
修
好
通
商
条
約
に
よ
る

横
浜
港
開
港
か
ら
街
と
し
て
の
歴
史
が

始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
と
米
国
と

の
交
流
の
歴
史
と
重
な
る
。
そ
こ
で
、

2
0
0
3
年
と
2
0
0
4
年
の
２
年
間

に
わ
た
り
日
米
交
流
１
５
０
周
年
を
記

念
し
て
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
横
浜

市
は
そ
の
事
業
と
中
心
都
市
の
一
つ
で

あ
り
、
今
年
４
月
に
横
浜
市
で
「
日
米

交
流
１
５
０
年
の
軌
跡
と
展

望
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
国
際
交
流

基
金
と
横
浜
市
と
の
お
付
き

合
い
は
な
か
な
か
多
彩
で
意

義
深
い
。

　
そ
れ
で
は
、
「
な
ぜ
横
浜

か
こ
と
い
う
こ
と
だ
が
、

一
つ
に
は
や
は
り
こ
の
横
浜

市
の
大
き
な
魅
力
と
し
て
、

港
と
い
う
機
能
か
ら
、
海
外

と
の
往
来
が
頻
繁
で
あ
り
、
常
に
海
外

に
対
し
て
開
か
れ
た
国
際
都
市
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
山
手
地
区
を
中
心
と
す
る
外
国

人
居
留
地
区
、
中
華
街
な
ど
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
イ
メ
ー
ジ
は
つ
と
に
知
ら
れ
、
昔

（
昔
と
言
っ
て
も
、
現
代
を
起
点
に
す

る
な
ら
ば
、
日
本
の
近
代
化
に
い
た
る

道
筋
が
辿
れ
る
ほ
ど
の
記
憶
と
歴
史
を

あ
わ
せ
も
っ
ほ
ど
の
、
遠
か
ら
ぬ
昔
と

い
う
意
味
で
あ
る
）
か
ら
人
々
を
魅
了

し
っ
づ
け
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、

み
な
と
み
ら
い
地
区
の
開
発
に
よ
り
近

代
都
市
と
い
う
新
し
い
都
市
の
イ
メ
ー

ジ
も
ま
た
大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
歴
史

感
覚
と
現
代
感
覚
が
交
錯
し
て
い
る
横

浜
と
い
う
ま
ち
は
、
ま
さ
し
く
ラ
ン
ド

リ
ー
氏
ら
が
提
唱
す
る
「
創
造
都
市
に

は
創
造
的
環
境
(
C
r
e
a
t
i
v
e
　
m
i
l
i
e
u
)
が

必
要
」
と
い
う
条
件
の
一
つ
を
満
た
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
こ
そ

が
実
験
的
な
ア
ー
ト
を
試
み
る
、
ま
さ

に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
に
ふ
さ
わ

し
い
。
日
本
と
海
外
を
結
ぶ
国
際
交
流
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基
金
が
行
う
事
業
に
と
っ
て
は
、
や
は

り
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
都
市
の
ひ
と

つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
横
浜
と
い
う
都
市
が
持

つ
「
場
所
力
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
物

を
ひ
き
つ
け
て
き
て
い
る
の
だ
と
思

４
　
国
際
交
流
が
果
た
し
う
る
も
の

　
さ
て
、
国
際
交
流
基
金
の
活
動
の
一

つ
に
日
本
各
地
に
お
け
る
国
際
交
流
活

動
に
対
す
る
支
援
が
あ
る
が
、
日
本
の

国
際
交
流
活
動
の
調
査
や
国
際
交
流
に

関
す
る
情
報
提
供
の
ほ
か
、
「
国
際
交

流
基
金
地
域
交
流
振
興
賞
」
と
い
う
表

彰
制
度
が
あ
り
、
毎
年
、
地
域
に
根
ざ

し
た
国
際
交
流
に
貢
献
し
た
３
団
体
を

選
考
し
、
昨
年
度
ま
で
5
5
団
体
受
賞
さ

れ
て
い
る
。
今
年
度
も
「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
『
美
濃
・
紙

の
芸
術
村
』
実
行
委
員
会
」
（
岐
阜
県
）
、

「
武
生
国
際
音
楽
祭
推
進
会
議
」
（
福
井

県
）
、
「
北
方
圏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会
」
（
北
海
道
）
の
３
団
体
が

受
賞
さ
れ
た
。
こ
の
３
団
体
と
も
に
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
に
活
か
す

と
と
も
に
、
海
外
か
ら
招
い
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
や
学
識
者
た
ち
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
地
域
に
新
た
な
刺
激
と
創
造
を

も
た
ら
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　
　
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
『
美
濃
・
紙
の
芸
術
村
』
実
行
委

員
会
」
は
、
毎
年
世
界
各
国
か
ら
で
Ｉ

テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
招
か
れ
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
は
地
元
の
家
庭
に
ホ
―
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
美
濃
市
の
伝
統

産
業
で
あ
る
美
濃
和
紙
を
素
材
と
し
た

作
品
を
創
作
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
の

き
っ
か
け
は
、
伝
統
産
業
で
あ
り
、
地

場
産
業
で
も
あ
る
和
紙
が
機
械
化
の
波

に
押
さ
れ
て
減
少
し
て
い
く
危
機
感
か

ら
始
ま
っ
た
。
和
紙
と
い
う
素
材
か
ら

作
ら
れ
る
伝
統
工
芸
的
な
作
品
ば
か
り

で
な
く
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

が
新
鮮
な
発
想
で
の
創
作
活
動
の
中
か

ら
、
新
し
い
和
紙
の
可
能
性
を
探
ろ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
海
外
か

ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
一
定
期
間
美

濃
市
に
滞
在
し
、
市
民
と
会
話
を
楽
し

ん
だ
り
、
こ
ど
も
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
深
い
理
解
と
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
「
武
生
国
際
音
楽
祭
推
進
会
議
」
も
、

最
初
は
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
音
楽
祭
イ
ン

武
生
」
と
い
う
武
生
市
民
有
志
が
始
め

た
音
楽
祭
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
試
行

錯
誤
の
時
期
を
経
て
、
現
在
は
音
楽
監

督
に
細
川
俊
夫
氏
が
就
任
し
、
毎
年
６

月
に
な
る
と
武
生
の
ま
ち
は
音
楽
に
溢

れ
て
、
国
際
色
豊
か
な
街
と
な
る
。
武

生
の
場
合
は
、
い
わ
ば
新
し
い
地
域
の

文
化
を
育
て
る
活
動
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
「
北
方
圏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

実
行
委
員
会
」
は
厳
寒
期
の
流
氷
と
い

う
、
あ
る
意
味
で
は
厳
し
い
自
然
現
象

を
テ
ー
マ
と
し
て
市
民
が
多
数
参
加
し

て
運
営
す
る
国
際
会
議
を
開
催
し
て
い

る
。
し
か
し
、
単
な
る
国
際
会
議
だ
け

で
な
く
、
市
民
自
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
よ
り
地
球
温
暖

化
や
環
境
問
題
を
身
近
に
考
え
る
き
っ

か
け
と
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
団
体
に
も
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
イ
デ
ィ
ア
で
国
際

交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
ま
た
、
参
加
者
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
す
る
と
必
ず
返
っ
て
く
る
答
え

は
、
「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち

や
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
ま
さ
し
く

「
創
造
都
市
」
の
考
え
方
と
相
通
ず
る

こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
平
成
1
4
年
２
月
に
国
内
の
国

際
交
流
の
動
向
を
調
査
し
、
そ
の
結
果

を
『
地
方
自
治
体
に
お
け
る
国
際
化
・

国
際
交
流
施
策
の
現
状
』
と
題
し
た
報

告
書
と
し
て
発
行
し
た
が
、
こ
の
調
査

を
通
じ
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の

地
方
自
治
体
の
多
く
が
、
地
域
国
際
化

施
策
の
目
的
と
し
て
「
国
際
交
流
を
通

じ
た
地
域
の
活
性
化
」
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
で
、
特
に
近
年
は
、
地
域
産
業
と

国
際
観
光
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
さ
ら
に
大
都
市
で
は
、
よ
り
高
度

な
国
際
化
に
対
応
し
た
都
市
整
備
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
と
い

う
。
横
浜
市
も
こ
の
点
に
お
い
て
は
共

通
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
現
在
、

国
内
の
多
く
の
地
方
自
治
体
が
抱
え
る

大
き
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
「
地
域
活

性
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
ま
た
、
基
幹
産
業
や
都
心

の
空
洞
化
、
高
齢
化
と
少
子
化
、
経
済

の
停
滞
、
さ
ら
に
市
町
村
合
併
と
い
う

不
確
定
要
素
な
ど
、
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
今
、
世
界
各
地
で

「
創
造
都
市
」
と
し
て
再
生
を
果
た
し

っ
っ
あ
る
多
く
の
都
市
や
地
域
が
抱
え

て
い
た
課
題
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

「
創
造
都
市
」
と
い
う
考
え
方
に
こ
そ
、

現
在
、
日
本
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て

参
考
に
な
る
考
え
方
が
潜
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
創
造
都
市
」
と
は
、
柔
軟
な
発
想
と

行
動
力
、
既
存
の
社
会
の
中
か
ら
ニ
ッ

チ
（
間
隙
）
を
見
出
す
能
力
、
開
か
れ

た
精
神
な
ど
を
持
っ
た
人
間
た
ち
が
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
組
み
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
や
地
域

を
変
革
し
て
い
っ
た
過
程
か
ら
実
現
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
国
際
交
流
基
金
が
め
ざ
す
国
際
交
流

も
、
新
し
い
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、

多
様
で
豊
か
な
文
化
、
刺
激
と
創
造
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
や

社
会
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
が
よ
り
活

気
づ
い
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
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